
地

球

節

二
十
偉

律
郡
江
川
相
で
は
イ
モ
ホ
リ
と
云
ふ
て
ゐ
る
｡

ヲ

山
城
丹
後
越
前
で
は
峯
の
乙
と
整

式
ふ
､
rJ
れ
ほ

因
む
地
名
も
枚
拳
は
逮
夜

S
葦
で
あ
る
､
岩
代
愈
津

世

界

戦

後

の

地

名

考

節
二
雛

蒜

八

六
八

附
壁
で
は
ソ
ネ
と
云
ふ
､
叉
之
れ
ほ
因

む
地
名
頗
る

多

5,
0

(完
)

(
三
三
-

ニ

ー

二
七
)

(
四
)

ア
タ
リ
ン
タ
ト
ン

(A
ccrin
gton
)｡
英

蘭

ラ

ン

カ

シ

ア
の
遊
撃
慣
ほ
し
で
開
市
場
の
和
食

｡
rT

ィ
ン
ド

パ
ー

ン

(H
i
nd
bAur
n)河
畔
に
在
-
L
M

S
政

道
は
よ
れ
ば

マ
ン
チ
ェ
ス

タ
(轄
a
n
ch
e
ster)
の
閣
牝
二
三
哩
は
あ

る
｡
紡
機
業
の

一
中
心
地
で
あ
-1
感
自
業
､
綿
布
捺
染

栄
.
放
物
漁
の
工
場
.
化
畢
薬
晶
､
織
物
器
械
の
製
造

場
等
が
あ
ろ
産
業
の
蚤
要
都
督
で
あ
る
｡
閲
鑑
に
は
石

切
場
.
炭
坑
が
あ
る
O
セ
イ
ン
ト
･
ゼ
-
ム
ス
ス
･
チ

ャ
ー
チ
(S
t.
J
am
e
s's
C
h
n
rch)
と
呼
ぶ
散
骨
が
あ
ヵ

1
五
五
四
年
の
創
立
に
し

て
一
七
六
三
年
の
再
建
で
あ

る
｡
市
公
食
堂
'
取
引
所
､
機
械
研
究
所
そ
の
他
の
鍵

瀧

ノ

規

1

物
は
皆
近
代
的
設
備
で
あ
る
｡

へ

ン
リ
二
世

(
一
一
三

≡
-
八
九
)
の
治
世
中
は
そ
の
名
初

め
て
現
は
れ
'

一

八
七
八
年
に
は
自
治
鰭
の
特
許
を
輿

へ
ら
れ
ね
O
試
食

に

一
名
の
代
議
士
を
揮
出
す
｡
開
市
臼
は
火
金
士
の
三

曜
日
で
あ
る
｡
人
口
四
囲
四
千
は
近

い
0

ア
セ
ル
ダ
マ

(A
cetd
am
a).

地
名
の
悪
塊
は
ア
ラ

マ
イ
ク
語
で
血
の
場
所
と
云
ふ
意
で
あ
る
｡
ゼ
ル
サ

レ

A
(J
e
rusal
em
)
の
南
方
に
あ
る

一
地
瓢
で
あ
っ
て
現

代
の

rl
ク
エ
ド
ダ
ム
(H
a
k
ed
D
am
m
)
と
云
ふ
慶
で

あ
る
｡
豊
番
に
あ
る
無
線
基
地

(P
otter's
fietd
)
若

く
は
ジ

ユ
ダ

(J
u
d
as)
が
主
を
過
切
る
食

め
ほ
賠
っ
た



と
栴
せ
ら
れ
る
地
で
あ
る
｡

十
字
軍
の
時
代
に
は
草
地
巡
職
者
の
死
せ
る
人
々
を

此
度
に
亜
つ
ガ
｡
今
日
で
は
洛
外
閣
人
の
基
地
と
在
っ

て
ゐ
る
0

ア
ケ
ア

(A
ch
aea)｡
ベ
ロ
ボ
ン
ネ
サ
ス
(P
eto
pon

nesu
s)
の
北
海
岸

に
あ
る
希
臓
の
育
代
の
地
低
の

名
｡

北
は
コ
リ
ン
ス

(C
ori
nth
)
轡
は
よ
っ
て
限
ら
れ
山
岳

地
碑
で
あ
る
｡
海
岸
に
沿
う
て
肥
沃
の
地
が
細
長
-
延

び
乾
葡
萄
の
主
要
産
地
で
あ
る
｡
商
業
中
心
地
は
パ
ト

ラ
ス
(P
atr
as)
で
あ
ヵ
バ
イ
サ
ン
タ
イ
ソ
碑
囲
時
代
に

は
rJ
の
地
方
は
専
制
治
下
の

一
州
で
あ
っ
た
.

一
四
六

〇
年
ト
ル
コ
人
に
よ
っ
て
征
服
せ
ら
れ
た
｡
ホ
-

マ
の

叙
事
詩
で
は
ア
ケ
ア
人
と
云

へ
ば
ト
ロ
イ
人
に
封
増
し

で
金
希
魔
人
計
二
玄
ふ
｡
有
史
時
代
に
な
っ
て
ア
ケ
ア
と

云
へ
ば
ベ
ロ
ボ
ン
ネ
サ
ス
州
の
住
民
に
限

ら

れ

て

ゐ

カ
｡
ア
ケ
ァ
聯
盟

(T
h
e
A
ch
aean
L
eagu
e)と
呼
ぼ

る
る
も
の
は
79
と
十

二
都
市
の
聯
盟
で
あ
っ

た
が
漸
次

横
指
し
で
紀
元
前

一
四
六
年
迄
に
は
蚤
希
胸
囲
に
及
ん

だ
｡
こ
の
年
に
ア
ケ
ア
は
罪
馬
に
隷
属
し
そ
の

1
の
管

世
界
職
級
の
地
名
考

粕
州
と
在
っ
た
｡

ア
ケ
う
り
ス

(A
chelou
s
)｡
希
腰
園
内
を
流
る
る
港

長

い
河
で
あ
る
｡
今
日
は
ア

ス
プ
ロ
ポ
ク
三
A
spro
po
･

t
am
o)
と
呼
ば
れ
叉
は
白
河
と
云
は
れ
て

ゐ
る
｡
ピ
ン

ダ

ス
(Pin
d
us)
山
脈
は
源
を
敬
し
商
は
流
れ
､
ア
イ
オ

ニ
ア
海

(io
n
ian
Sea)に
注
ぎ
'

エ
ト
リ
ア
(A
etotia)

と
ア
カ
ル
ネ

エア
(
Acar
nan
ia
)
の
境
を
な
す

｡
全
長

一
三
〇
哩
ば
か
ヵ
で
あ
る
｡
希
腰
細
話
に
て
は
ア
ケ
ラ

ク
ス
は
オ
シ
ア
ナ
ス
(O
ce
an
u
s)
と
テ
シ
ス
(T
eth
y
s)

の
爾
刺
の
間
に
生
れ
た
河

の
榊
で
あ
る
｡

ア
ケ
臼
ン

(A
ch
eron
).
育
代
地
排
撃
ほ
て
は
乙
の

名
を
有
す
る
河
が
各
地
は
あ
る
｡
最
有
名
在
る
も
の
は

エ
ビ
ラ
ス
(E
p
iru
s)
に
あ
る
ア
ケ
B
ン
河
で
あ
っ
て
､

ア
ケ
ル
シ
ア

(Ach
eru
sia
)
湖
を
経
て
ア
ム
プ
レ
シ
ア

(A
m
bracia)
轡
に
注
ぎ
'
或
る
時
代
ほ
て
は
下
鼎
に
通

じ
て
居

る
と
の
迷
信
が
あ
ら
非
常
に
恐
れ
ら
れ
た
河
で

あ
っ
允
｡
伊
太
利
に
も
同
名
の
河
が
あ
る
0
糾
話
に
で

は
へ
-
ゾ

(H
a
d
es
)
に
ア
ケ
ワ
ン
河
が
あ
る
｡

ア
串
｡パ
パ

(A
chi
B
a
ba
)｡
ガ
リ
ポ

リ
(G
a
ll
i

p
oti)

1M九

六

九



地

波

節

二
十
怨

は
あ
る
山
で
あ
る
｡
山
の
青
は
殆
ど
六
官
沢
の
高
rO
を

有
し
山
鱗
を
両
側
に
迭
-
出
し
て
梅
に
至
っ
て
居
る
が

故
に
牛
島
の
甜
曲
数
横
切
っ
て

1
つ
の
堵
壁
を
形
成
し

て
ゐ
る
｡
金
山
脈
は
殆
ど
不
毛
は
し
て
岩
石
を
露
出
し

て
居
る
｡
ト
ル

コ
人
は

t
九

一
五
年
に
rJ
れ
に
要
霞

む

設
け
英
樹
は
こ
れ
を
陥
落
せ
し
め
人
と
企
て
た
｡

ガ
タ

ポ
リ
戦
役
の
二

部
で
あ
る
｡

ア
串
ル
(
A

ch
itt)
｡

一
名
イ
ー
グ

･
ア
イ
ル

(E
a
g
le

Isle)｡
変
蘭

自
由
閲

(Iri.sh
F

re
e
S
ta
te)
の
敢
大
在

る

島
で
あ
る
O
西
海
岸
の
沖
に
あ
･Ja
マ
ヨ
(M
ayo
)
那

の

7
部
分
を
覆
し
'

ア

キ

ル
･
サ
ウ

ン
ド

(A
c

h
ill

Sound)
と
柿
す
る
狭

さ
海
峡
は
よ
っ
て
本
土
と
隔
た

る

｡両
種
五
七
平
方
哩

.
金
島
山
岳
ほ
て
充
た
誤
れ
､

考
肯
壁
上
の
遺
跡

で

あ

る

列
柱
上
に
冠
す
る
大
局
石

(C
rom
tech
)
及
び
石
の
環
列
等
が
あ
る
｡
人
口
的
五
箇

飴
｡ア

夢
ン

(A
ch
in

又
は

A
tch
een
)｡

一
名

コ
タ
ラ

ジ

ヤ

(
K
otaTaja
T)
｡

蘭
傾
放
印
度
の
西
北
ス
マ
ト
ラ

(S
um
at
ra)
の
都
倉

で
あ
る
｡
新
聞
譜
で

ア

ブ
チ
エ

節
二
統

蒜

〇

七
〇

(A
tje
h
)
と
呼
ば
れ
ア
テ

ン河
畔

に

あ

4
.

オ

レ
レ

(0
]ehle
h
)

港
よ
身
銭
道
に
て
四
哩
｡
ア
チ

ン
問

の
首

府
で
あ
る
｡
ア
チ

ソ
欄
は
面
積
約
二
寓
五
官
平
方
哩
｡

首
府
ア
チ
ン
は
黄
金
山

(G
ot臥
M
o

untai
n
)
の
驚
は
あ

-
山

の
高
は
五
'
六
六
〇
呪
｡

7
八
二
四
年
英
図
は
ア

チ
ン
囲
及
び
ス
マ
ト
ラ
に
あ
る
そ
の
他
の
衛
士
と
共
に

刺
蘭
は
割
譲
し
カ
｡
士
民
蜂
起
を
覆
し
た
の
で

一
八
七

三
年
に
和
蘭
政
府

は
初

め

で
遠
征
軍
を
送
っ
て
鎮
魔

し
.

7
八
八
〇
年
利
蘭
民
政
薯
が
設
け
ら
れ
ね
が
'
士

人
の
敵
勤
行
渇
は

1
八
九
六
年
､
九
八
年
､
及
び

1
九
〇

7
-
四
年
の
敢
近
ほ
至
る
ま
で
繰
返

へ
n
れ
て
ゐ
る
｡

和
蘭
政
府
が
極
兼
人
の
侵
入
を
放
る
る
所
以
79
亦
士
民

の
反
抗
心
の
利
用
を
憂
ふ
る
ほ
よ
る
か
｡

ア
R
ア

(A
ch
or)｡
ケ
ナ

ン

(C
an
a
an
)
の
谷
で
あ

る
｡
曳
番
に
停
ふ
る
鹿
は
よ
れ
ば

ゼ
タ

コ
(J
e
richo
)
陪

落
後
､
薗
獲
晶
を
憶
赦
し
た
廉
に
よ
少
ア
カ
ン
(A
ch
an
)

が
石
ほ
て
殻
ろ
さ
れ
た
廃
.で
あ
る
｡

ア
ハ
レ

(A
ch
ra
y
)｡
蘇
格
蘭
の
パ
ー
ス

シ
ア

(P
erth･

sh
ire
)
は
あ
る
小
潮
で
あ
る
｡
カ
ー
-
ン
(K
atr
in
2)
潮



と
ブ

エ
ソ
ナ
ツ
ハ

ル

(
V

e

n
n
a
ch
aT)
湖
の
間
は
任
す
｡

文
豪

ス
コ
ッ
ト
(
S
c
o
t
t
)

の
作
詩

｢
湖
上
の
美
人
｣
(T
h
e

L
a
d
y
of
th
e

ZJa
ke
)中
は
番
か
れ
て
居
る
が
故

に
有

名
と
在
っ
て
居
る
｡
湖
の
長
講
約

山
哩
四
分

一
.
廉

さ

約
四
分
三
哩
で
あ
っ
て
釣
に
好

い
場
所
で
あ
る
｡

ア
争

zB
ア
レ

(A
cire
a
le
)｡
シ
シ
リ

(S
icity
)
島
の

東
岸
に
あ
る
省

き
都
骨
で
あ
～,,怜
正
の
.管
笹
で
あ
る
O

カ
タ

エ
ア

(k
atania
)
の
東
北
に
あ
み
地
道
に
ょ
つ
て

九
哩

エ
ト
ナ
(E
tna)川
の
覚
南
山
濃
に
あ
る
｡
ア
チ
ス

(A
cis)
河
口
に
あ
わ
市
名
は
河
名
よ
カ
つ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
｡
霧
要
在
る
温
泉
が
あ
ら
海
水
浴
場
と
し
て

人
の
塊
る
塵
で
あ
る
｡
ポ
リ
ア
イ
マ
ス

(P
o]
yph
em
us
)

の
岩
窟
及
び
岩
山
が
あ
わ
ガ
ラ
チ
ア

(G
ala
tea
)
の
洞

塔
等
が
あ
る
｡

ア
タ
時
好

-
見

(A
ck
w
oTth)
｡

英
蘭
の
ヨ
ー
ク

シ

ア

(Y
ork
sh
ire)
の
,ク
エ
ス
ト

｡
ラ
イ
ヂ
ン
グ

(W
est

R
id
in
g
)
に
あ
る
敵
国
で
あ
る
｡L
M
S
鉄
道
L
N
E
蛾

道
の
連
結
繰
上
に
あ
串
ポ
ン
プ
リ

ブ
･L
(P
on
te
fract)

の
南
三
哩
牢
の
庭

に
あ

る
｡

友
果
協
骨
(S
ocieb
T
Of

世
界
職
級
の
地
名
考

F

ri

e
n
d
s
)

の
超
潜
は
係
る
畢
枚
が
あ

-
ジ

m

y
･
ブ
ラ

イ
ト

(J
o
h

n
B
Ti.g
h
t)
そ
の
他
有
名
在
る

ク

エ
カ
ー
派

(Q
uak
ers)
の
人
々
の
寵
出
し
た
塵
で
あ
る
O
人

口
正

常
に
近
い
｡

･
ア
R
マ
(A
c
o
m
a
).

北
米
食
東
関
の

ニ
ユ
｡
メ
キ
,b

コ
(N
ew
M

e
x
i
co)
に
あ
る
印
鑑
土
人
村
落
Q
ア
ル
ブ

ケ

ル
ケ
(
Al
b
uq
u
e
rp

ue)
の
西
南
西
八

〇
哩
の
地
鮎
に

あ
る
｡

合
衆
国
申
土
人
の
村
落
と
し
て
最
古
き
時
代

よ

み
他
薦
的
に
住
居

さ
れ
て
ゐ
る
彪
で
あ
る
と
し
て
有
名

で
あ
る
｡
村
落
は
大
渓

谷
(C
a
n6
n)
の
河
床
二
五
〇
沢

の
高
さ
の
虜
に
あ

-
地
盤
は
砂
岩

(Sandston
e
叉
は

M

es
a)
よ
カ
改
み
演
谷
は
乙
の
地

瓢
に
於
で
海
按
六
､

〇
四
〇
駅
は
達
し
迂
曲
せ
る
階
段
道
は
よ
っ
て
到
達
す

る
こ
と
が
出
凍
る
｡
村
落
の
周
囲
に
は
政
府
が
印
度
士

人
の
馬
め
は
保
留
地
約
十
寓

エ
ー
カ
を
設
け
保
護
を
加

へ
て
ゐ
る
｡

ア
ヨ
ン
カ
タ
ア

(A
con
cag
ua
)
｡

南
米
の
最
高
峰
で

あ
る
｡
プ
ア
ル
で
フ
イ
ソ
(V
al
pa
rai
so
)
の
北
兼
約
九

十
哩
に
あ
-
死
火
山
で
あ
る
｡
チ
リ
(C
h
ite
)
と
ア
ル

蒜
l

七

1



地

球

解
二
十
怨

ヂ
エ
ソ
チ
ナ
(
A

r

genth
a)の
国
境
線
む
を
す
ア
ン
デ

ス
(
A

n
d
es
)
山
脈
は
あ

ヵ最
高
峰
は
ア
ル
デ
エ
ソ
チ
ナ

陶
に

属
し
二
三
､
〇
九
七
沢
の
高
さ
で
あ
る
｡
叔
初
の

登
山
者
は

一
八
九
七
年
に
登
山
し
カ
ツ
ル
プ
リ
ッ
グ

ン

(zu.rb
Tig
g
en
)
で
あ
る
｡
ア
コ
ソ
カ
グ
ア
河
が
山
脈
の

南

面
傾
斜
か
ら
源
を
敬
し
二
〇
〇
哩
流
れ
て
太
平
洋
に

注
入
し
て
ゐ
る
｡

チ
リ
閣
内
の

1
つ
の
固
名
で
ア
コ
ソ
カ
グ
ア
と
桁
す

る
地
方
が
あ
る
.
面
積
五
'
四
〇
六
平
方
哩
で
あ
-
.ア

ン
デ
ス
山
脈
よ
カ
大
軍
洋
は
達
し
で
ゐ
る
｡
首
府
を
サ

ン
-
フ
ユ
タ
ぺ

(S
anF
etip
e)
と
云
以
人
口
約
十
三
常

二
千
｡

ア
ク
ラ

(A
cre
)｡

一
名
サ
ン
･
',,h
ア
ン
｡
ダ
ク
ラ

(
S
t
.

Je
a
n

d
'A
c
r
e
)
｡

又
は
ア
ツ
カ

(A
k
k
a
)0
パ

レ

ス
ク
イ
ン

(P
al

est
i

ne)の
海
港
ほ
し
で
都
骨
で
あ
る
｡

ぜ
ル
サ

レ

ム
の
北

北
西
八
〇
哩
は
あ
わ
カ
ル

メ
ル
山

(M
t
.
C
a
r
m
el)
の
麓
に
あ
る
海
角
上
は
あ
る
.
戴
道

に

よ
っ
て
'1
ィ
プ
ア
(fIai
fa
)
と
ダ
マ
ス
カ
ス
(D
am
a
s
･

cu
s)
と
に
連
絡
す
｡
海
港
は

一
部
分
砂
で
埋
ま
-,L躯
貸

鱒
二
節

一重
1

七
二

は
大
抵

ハ
イ
フ
ア
は
行
-
｡
貿
易
品
は
敷
類
油
類
等
で

あ
る
｡
城
壁
は
十
字
軍
は
よ
っ
て
築
か
れ
今
日
凝
塊
岡

城
は
在
っ
て
ゐ
る
79
の
を
除

い
て
は
古
代
の
遺
跡
の
残

存
せ
る
も
の
が
砂

い
.

rJ
の
地
は
蕃
鐸
豊
番
で
は
ア
ツ
コ
(A
cch
o)
と
呼
ば

藷1
新
謬
豊
藩
で
は
プ
,l
レ
メ
イ
ス

(P
tolem
a
is
)
と
呼

ば

れ
.

ま

た

パ

レ
ス
タ
イ
ン
の
鍵

(T
h
e
K
e
y

o
f

P
al
estine)
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
が
'
六
三
八

年
に

ア
ラ
ビ
ア
人
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
ね
｡
其
後
十
字
軍
の
.

事
に
移
っ
た
が

一
二
九

7
年
に
は
帯
び
失
は
れ

山
五

一

七
年
ほ
は
ト
ル

コ
人
は
よ
っ
て
奪
は
れ
ね
後
は
哀
歓
に

摺
っ
た
O
復
活

さ
れ
衷
後
備
蘭
酉
の
貿
易
業
者
は
乙
･JA

は
殖
民
し

1
七
九
九
年
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
乙
れ
む
包
囲

し
サ
ア
｡
シ
ド

ニ
･
ス
ミ
ス

(S
ir
S
id
n
ey
S
m
ith
)
の

部
下
の
水
兵
等
の
援
助
を
得
て
ト
ル

コ
人
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
を
破
っ
た
.

1
八
三
二
年
イ

プ

ラ

ヒ

ム
･
パ
シ
ャ

(Ibrah
im
P
ash
a)
は
fJ
紅
を
攻
略
し

1
八
四
〇
年
ま

で
保
持

L
y

ゐ
カ
が
こ
の
年
に
英
襖
士
三
間
艦
隊
に
ょ

つ
で
奪
取
さ
れ
､
翌
年
-
ル
コ
は
返
避
さ
れ
喪
｡
政
界



戦
車
は
際
し
て
は

一
九

1
八
年
九
月
二
十
三
日
英
間
騎

兵
隊
に
よ
っ
て
占
櫨
Tb
れ
カ
｡
人
口
六
千
五
官
｡

ア
夕
日
也
n
-
〓
ア

(A
crocerau
n
ia
)
｡
希
胞
語
の

a
k
TOS

は
澱
高
の
意
t
k
eraunos
は

雷

電
の
意
.
ア

ル
バ

ニ

ア

(A
lb
ania)
の
据
角
の
名
で
あ
る
.
今
iLL
TT
グ

ロ
ヅ
サ
岬
(Ca
p

e
G
lossa)又
は
リ
ン
グ
ブ
タ
岬
(C
a
p
e

Li
n
g
u
etta
)
と
呼
ば
れ
て
掛
る
｡
育
英
時
代
に
は
水
夫

仲
間
で
は
恵
評
の
あ
っ
た
藤
で
あ
力
投
典
詩
人
ホ
レ
ー

ス
人
H
or
ace)
は
諜
名
の
岩
が
其
塵
は
あ
-
と
云
っ
て

ゐ
る
｡

英
詩
人
シ
エ
-

(Sh
elley
)
は
作
詩
ア
-
シ
ユ

ダ

(
A
reth
usa
)
中
は

rJの
源
角
の
こ
と
を
述
べ
詩
人

チ
ェ
ス
ソ
(Tennyson
)
も
亦
希
臓
の
旅
行

(T
ravels

i亡

G
re
ece)
に
闘
し
て
作
詩

T
o

E
.
L
.
中
に
fJ
の
源

角
に
就

い
て
蕃

い
て
ゐ
る
｡

ア
タ
田
滞
り

ス
(
A
cro
p
otis)｡
希
腰
帯
の
ak
rosは

最

高
の
意
､
p
otis
は都
市
の
意
O
希
膿
の
山
上

要
塞

で
あ
る
｡
fJ
の
譜
は
も
と
岩
山
の
頂
上
は
あ
る
故
地
の

窓
で
あ
っ
た
が
漸
次
城
袈
そ
の
も
の
h
t意
味
す
る
や
う

に
な
み
殊
に
ア
ゼ
ン
ス

(A
th
ens)
の
ア
ク
ロ
ポ

リ
ス

世
界
職
級
の
地
名
考

む
意
味
す
る
や
-
ほ
･在
つ
ね
O
ア
ゼ
ン
ス
の
ア
ク
ワ
ポ

-
ス
は
敢
高
の
鮎
に
於
で
海
按
五
〇
〇
沢
の
長

い
思
石

の
基
各
で
あ
る
｡
園
側
を
除

い
て
他
の
三
方
は
懸
崖
で

あ
る
｡
入
口
は
プ
ロ
ピ
レ
ア

(P
ro
pylaea)
と
呼
び
ペ

ン
チ
リ
ツ
ク
大
群
石
(P
en
t
ebcm
a
rtbe
)と
呼
ば
れ
る

大
坪
石
で
築

か

れ

た
城
壁

が
あ
-
五
つ

の
城
刊
が
あ

る
○ベ

ル
シ
ア
戦
争
の
間
に
諸
建
物
は
破
壊
さ
れ
'
サ
ィ

竜
ン

(
Cim
on
紀
元
前
四
四
九
年
役
)
に
ょ
っ

て帝
超

さ
れ

p
ぺ
タ
ク
リ
ス

(P
ericte
s
紀
元
前
略
四

四九
-

四
二
九
)
の
時
代
に
希
臓
建
築
の
粋
を
集
め
て
袈
餅
を

施
し
た
｡
先
づ
藤
女
紳
ア

,'
-
チ

(A
th
en
a)
の
殿
億

が
あ
わ
rJ
机
を
パ
ー
シ
ノ
ン
(P
ar
th
eneon)と
云
ふ
｡

1
八

二
1年
に
エ
ル
ヂ
ン
脚

(L
ord
Etgip
)

は

パ
ー

シ
ノ
ン
か
ら
大
川
石
像
を
英

岡
に
運
び
今
日
大
英
博
物

館
に
保
管

さ
れ
て
ゐ
る
.

こ
れ

を

エ
ル
ヂ
ン
大
班
石

(E
lg
in
M
arb
l
es
)
と
科
し
て
ゐ
る
｡
衣

に
エ
レ
ッ
ク

シ
ー
ア
ム
(E
r
echthu
m
)
と
云
ふ
殿
堂
が
あ
る
｡
海
帥

ポ

セ
イ
ド
ン
(Pose
idon
)
と
ア
ゼ
ン
ス
の
紳
請
的
の
王

一
室

七
lニ



地

球

第
二
十
魯

政
で
あ
る
ニ

ッ
ク
シ
ア
三

E
reChtheu
s)
と
む
祭

っ
て
あ
る
｡
次
は

ニ
ー
ケ
｡
ア

ブ
テ

ロ
ス

へN
ik
e

A
pteros)
即
ち

｢無
蟹
の
勝
利
｣
を
祭
れ
る
殿
堂
が
あ

る
.
次
に
ぺ
リ

ク
リ
ス
は
よ
っ
て
蓮
て
ら
れ
ね
オ
デ
ア

A
(O
d

eum
)
と
云
ふ

青
果
蛍
が
あ
る
｡
次
は
ダ
イ
オ

ナ
イ
サ
ス

(D
ion
y
su
s)
の
劇
場
が
あ
わ

ア
ス
ク

ク
ビ

ァ
ス
(A
sclepiu
s
叉
は

A
esc
utapiu
s)
の
殿
堂
が
あ

る
｡
立
像
の
主

要
を
る
も
の
を
畢
ぐ
れ
ば
ア
シ
ー
ナ

｡

プ
ロ
メ
コ
三

A
th
en
a
P
ro
m
ach.S)
の

長
大
在
る
青

銅
の
立
像
が
あ
ヵ
パ
シ
ノ
ン
殿
堂
内
に
は
有
名
在
る
彫

刻
家
フ
イ
デ
ア
ス
(P
h
e
id
ia
s
略
紀
元
前
四
三
〇
年
波
)

が
象
牙
と
黄
金
と
を
以
っ
て
作
っ
た
ア
シ
ー
ナ
の
立
像

が
あ
る
｡

エ
レ
ッ
ク
シ
ー
ア
ム
戯
堂
内
に
は
カ
リ
ア
チ

ー
プ
(C
a
ry
atid
es)
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
魔

女
の
立

像
六
基
が
あ
る
｡

ア
ク
夢
ア
ム

(A
ctiu
m
)
.

育
代
希
臓
の
源
樺
に
あ
る

ァ
ヵ
1
歳
二
言

(A
carn
a
n
ia)
の
源
角
で
あ
る
｡
紀
元

前
三

一
年
九
月
二
日

ア
ン
ト
エ
(An

ton
y
)
と
ク
レ
オ

ぺ
ト
ラ

(C
leo
patr
a)
の
軍

隊

と
､

ア
グ

リ
ソ

バ

第
二
統

蒜

四

七
四

(A
g
rip
p
a
)
の
指
揮
す
る
オ
ク
テ
ダ
イ
ア
ン
の
軍
隊
と

が
此
魔
は
曾
我
し

一
大
海
戦
の
結
果
ア
ン
ト
.T
は
敗
北

し
ォ

ク
ク

ダ

イ
ア
ン
は
雁
馬
統
帥
槽
を
執
る
ほ
至
つ

)∫0
｣′

ア
ク
ト
ン

(A
cton)
｡

英
蘭
の
ミ
ツ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス

(nfid
lesex
)
に
あ
る
自
治
都
骨
で
あ
る
｡
倫
敦
バ
ッ
ヂ

ン
グ
ト
ン
(P
a
d
d
in
gton
)
停
車
場
よ
多
国
四
哩
に
あ

る
｡
G
W
銭
道
L
M
S
地
道
及
び
M
C
L
鎖
道
の
三
助

道
は
よ
っ
て
麗

し
碍
'
そ
の
他
電
車
及
び
釆
各
バ
ス
に

ょ
っ
て
到
達
し
得
る
倫
敦
の
郊
外
地
蔵
で
あ
あ
住
宅
地

及
び
産
業
地
で
あ
る
｡
自
動
車
の
部
分
品
附
属
品
製
造

所
､
機
械
工
場
飛
行
機
製
造
所
等
が
あ
ヵ
其
他
洗
濯
工

場
挽
物
工
場
等
が
あ
る
｡
ま
ね
飛
行
場
が
あ
る
｡
ま
ね

扶
助
年
金
局

(呂
n
istTy
Of
P
e
ns
ion
s)
の
大
規
模
夜

薙
物
が
あ
る
.
市
の
公
食
堂
が
あ
与

一
九
二
九
年
開
設

の
機
械
撃
枚
が
あ
る
｡

十
八
放
縦
は
於
で
ア
ク
ト
ン
の
串
料
東
泉
は
チ
エ
ル

テ
ナ
ム
鋸
泉

(C
h
e1te
nh
am
w
aters)
と
同
質
の
鋸
泉

で
あ
る
と
の
評
判
が

あ
った
｡
十
六
世
紀
は
於
で
欧
は



エ

-
ザ
べ
ス
女
虫
の
荷
車
が
あ
-
な
が
ら
-
入
来
が
あ

っ

LJ.
有
名
な
る
英
閲
の
肘

リ

チ

ャ

ド

｡
ry,l
ク
ス
ク

(R
ich
ard
B

axt
er)
小
敵
家

へ
ン
-

｡
フ
ィ
ー

ル
ヂ

ン

ど

(
Hen
ry

Yie
ldin
g
)

小
敵
家
ブ

ル
ヮ

･
-
ツ
ト

ン

(B
u
lw
e
T
L

ytt
on
)
亦

乙
の
地
に
屠
任
し
光
｡

一
九
二

一
年

一
遇
拳
固
と
夜
わ

一
人
の
代
講
士
を
逃
出
す
｡
人

口
約
六
番
三
千
｡新

著

紹
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地

理

単

年

報

第

l
苛

聖

火
女
純
利
大
数
他
州
撰
敦
盛
内
地

川
蝉
%
粕
網
棚
伊
那

六
月

日
光
輩
肪
敢
行

山九
仰

一
朗
八
十
鵬

本
邦
地
糊
料
非
が
免
に
故
地
し
て
氷
て
文
献
の
呪
は
れ
る
こ
と
世
外

t
と
も
思
は
れ
る
位
で
､
禍
僻
郁
誰
や
諦
支
払
を
そ
ろ
(
る
こ
と
さ
(

1
池
り
で
な
-
'
ま
し
て
之
を
iF=
破
し
､
7
仰
す
る
こ
と
が
尉

郷
に
な

っ
た
O
恐
-
か
な
り
.そ

り
い
勢
力
の
あ
る
地
桝
撰
愛
好
家
で
も
地
挑
.g

前
文
を
大
槻
で
も
糾
故
す
る
人
は
あ
る
ま
い
｡
滋
に
串
な
る
こ
と
に
は

地
那
聯
年
朝
が
今
村
,gI
郎
氏
の
虫
粋
の
下
に
公
に
さ
れ
た
こ
と
で
節

一

部
即
発
及
筋
二
部
脱
党
の
こ
糾
口
が
あ
る
｡
此
の
非
邪
の
虫
部
tな
目
的

は
そ
の
脱
党
に
あ
る
ら
し
-
主
と
し
て
昭
和
七
叫
に
於
け
る
文
献

の
僻

迅
若
し
-
は
仰
髄
を
雅
ね
た
批
判
で
あ
る
｡
下
村
氏
の
地
糊
料
に
は
二

新

著

細

介

っ
の
地
剛
の
卿
S
.
を
聯
げ
､
小
牧
氏
の
北
妃
地
相
に
は
考
古
桝
方
南
の

論
文
の
多
数
を
解
題
L
t
大
煉
氏
の
地
形
塔
に
於
て
は
地
形
'
地
史
に
榊

す
る
多
数

の
訴
丈
を
仰
稗
す
る
と
非
に
批
判
し
て
ゐ
る
｡
M枇
後

の
こ
節

は
ii.E
村
氏
の
制
約
桝
､
耐
非
氏
の
窺
倣
塔
で
あ
る
0
人
丈
地
桝
に
つ
い

て
は
年
報
節
二
怨
か
ら
仰
越
さ
れ
る
き
う
で
あ
る
O
年
報
が
粁
刊
き
れ

て
紙
省
力
の
な
い
紹
介
密

の
如
き
も
の
に
佃
ず
る
と
非
に
現
代
本
邦
地

秋
蝉
の
趨
勢
が

一
般
に
了
附
さ
れ
ゆ
-
こ
と
を
毅
ん
で
止
ま

い
O
(
チ
)

0

郷

忠

地

理

研

党

内
E
光

一
常

雄
小
関
収

束
撃

面

本
朝
は
-鬼
女
内
川
寛

1
瓢
が
郷
土
'
郷
土
科
駄
乃
兼
地
桃
教
育
な
ど

に
数
鼓
さ
れ
た
筋
支
払
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
'
菊
版
二
八
六
許

の
手
頃
な
参
考
背
と
し
て
､
近
非

の
郷
土
地
軸
僻
事

の
う
ち
僻
に
従
,TTT
Jii

す
べ
き
良
潜
で
あ
る
0
予
は
昨
年
郷
土
教
育
･Hi鵬

の
繊
習
骨
に
招
か
れ

て
同
封
と
久
し
頼
り
に
印
譜
L
t
い
ろ
-

の
施
弘
を
見
せ
て
い
た
ゞ

い
た
秘
で
あ
っ
た
が
､
今
本
啓

の
毅
刊
に
接
し
､
琴

･n
に
そ
の
欣
賓

を

昨
び
す
る
の
感
が
ふ
か
い
'
同
村
の
此
方
所
に
於
け
る
碓
欝
に
つ
い
て

は
誠
静

の
比
に
熟
知
せ
ら
る
ゝ
桝
で
あ
る
か
ら
.
敢
て
こ
1
に
本
番

の

特
徴
を
述
べ
る
必
要
を
謎
め
な

い
が
節
二
網
野

〓
斗
住
家
に
関
す
る
稗

々
の
考
給
は
'
背
教
獅
仲
の
峻
揚
が
ほ
の
卑

凡
て
ゐ
て
敬
服
に
堪

(
な

い
虚
が
多

い
'
予
は
今
に
し
て
か
1
る
好
背
の
川
た
こ
と
を
朝
食
す
る

と
同
時
に
饗
賓
の
筆
硯
の
愈
々
盛
ん

な
ら

ん

こ
と

を
断
る
も
の
で
あ

る
｡
(藤
川
)

0
地
理
嬰
批
判

州
印
証
紙
砕
祁

有
性
批
数
行

忘

瓦

七
五


